
元気で遊ぶ児童の様子を保護者の皆さんに何らかの形でお伝えしたい・・・と思いながら、日々

の運営を軌道に乗せるに精一杯。夏休みを目前に、ようやく第一号が発行できる運びとなりました。

このお便りを通じて、四季折々の児童の様子や運営スタッフ・保護者の皆さんの思いなどをお伝

えし、関係者が協力し合って、より充実した「児童が安心・安全に過ごせる居場所づくり」をすす

めるための一助に・・と願っています。

放課後子ども教室の近況報告

昨年 10月にスタートし、現在、南・北両小学校合わせ 350名余りの子どもたちが登録し、毎週
水曜日の放課後、それぞれの学校で楽しく活動しています。

平成 21年 7月 17日発行遊び・学び・ふれあえる場をみんなで
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会場は大体育館・小体育館と教室（学童クラブ

の 2階教室）がメインですが、最近はプレイルー
ム（木工工作コーナー）や校庭も開放していただ

きました。

一年生は一時限早く下校のため教室に集合し

て宿題・紙工作・ゲームなどをして過ごします。

3 時以降は体育館・校庭など、お目当ての会場に
移動しますが、待ちきれずスタッフに時間を何度

も確認しています。

上級生は直接それぞれの会場で受付をします

が、「宿題をやりたい」との児童の要望で、体育

館ロビーに宿題コーナーを増設しました。

運営上の悩みは、それぞれの会場が離れている

こと。子どもたちはスポーツや工作など色々の遊

びをしたいのでしょうが、会場の移動が大変なの

で（カバンを持って移動する）どうしても遊びが

偏ってしまします。スタッフにとっても管理の目

がいき届かなくなることの不安があります。

しかし、これまで大きな事故やトラブルもな

く、シルバーの皆さんを始め多くの皆さんの支援

の賜物とスタッフ一同感謝しています。

南小学校では

小体育館と第二校舎 3 階がメイン会場で

す。３時が過ぎると、受付に「こんにちは」

の元気なあいさつが飛び交います。

子どもは身体を動かすことが大好き。終了

時刻５時まで、二時間目いっぱい、両会場を

行ったりきたり････休む暇もなく仲良しのお

友達と遊びに夢中です。スタッフ一同、安全

を最優先に見守りをしています。

特別に遊び方を積極的に仕掛けるのではな

く、あくまでも子どもの自主性にまかせ、今

ある用具等で工夫し考え遊び・学んでもらう

ようにしています。帰宅して子供の眼が生き

生きしているでしょうか？その様でしたなら

ばスタッフ冥利です。南小学校と同様に「子

供を見守る会」の皆さんを始め多くの皆さん

の支援をいただいています

北小学校では



後片付けの習慣づけや

楽しい遊びの特別企画を検討しています

南小６人、北小４人のスタッフがほぼ毎月１回集まって、情報交換をしながら、スタッフの意思

統一を図っています。最近の話題は・・・・・

暑さ対策と早退時の上履き持ち帰りについて

これから本格的な夏を迎え、屋内で遊ぶ児童に対しては、暑さ対策に注意しています。

水飲み場はありますが、「水筒等を持参して水分の補給を十分にしていただく」「汗を拭くタオルの

持参」などについて、ご家庭での配慮をしていただけると助かります。

また、終了時刻（PM５時）より早く帰る場合は、上履きを持ち帰るお子さんがいます。翌日の
登校に当たってはよろしくお願いします。

夏休み中は「みんなの遊び場」へ！ 
7・8月の「放課後子ども教室」は、夏休み中お休みですが、 
同様の趣旨で実施している「みんなの遊び場」が南小・北小

体育館を主会場に開催されます！

７月２９/３０・８月３/４/５の５日間
＜時間は１０：００－４：００＞

登録なしで時間内は自由に参加できます。お弁当を持って

１日参加もできます。

７／３０は浮島での水遊び企画です。詳しくは「みんなの

遊び場」のチラシを御覧下さい。
注：この「みんなの遊び場」は「下諏訪町児童の居場所づくり推進員会」

が主催する事業で、町の支援を得て平成 18年 1月から実施しています。

後片付けの時間…自分の手にしていた物を１つ片付けるのがやっと。
遊び道具などが散らかったままでも、帰り支度をする子がいっぱい。使っ

た場所を皆で片付けるのは大事な躾。たくさん遊ばせたいが、片付けの習

慣づけに悪戦苦闘中です。

◆保護者の皆さんへ◆

◆ 最近のスタッフ会議の話題 ◆

帰宅の心配…できる限り同じ方向に、一緒に帰るようにしています。ま
たシルバーの見守りの方の協力もありますが、家に着くまで事故のない

ようにと、祈る思いです。遠くの方は迎えに来て下さる方もあり、ご協

力に感謝いたします。

楽しい遊びの企画…子どもたちが主体的に自分のしたいことを、
自分で決めて遊んで欲しいと思って、通常は遊びの企画はしていませ

ん。が、時には将棋の得意なおじさん、お茶を教えて下さる先生、学年

を超えみんなで楽しむスポーツなど、スタッフが仕掛ける企画があって

も良いか・・・と検討中です。

宿題をしたい子…受付が終わると、さっそく宿題を始める子達も
予想外に多くスタッフ一同ビックリ。友達と楽しそうにノートを広

げている子、始めてみたけれど遊び始める


